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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）テンボトリオン（成分Ａ）、
Ｂ）１つまたは複数の植物油もしくは鉱油（成分Ｂ）、
Ｃ）１つまたは複数の界面活性物質（成分Ｃ）、
Ｄ）リン酸二水素アンモニウム（成分Ｄ）および
Ｅ）１つまたは複数のレオロジー添加剤（成分Ｅ）
を含む、分散液。
【請求項２】
　Ａ）テンボトリオンを１から２５％、
Ｂ）１つまたは複数の植物油もしくは鉱油を１０から９０％、
Ｃ）１つまたは複数の界面活性物質を０．５から４０％、
Ｄ）リン酸二水素アンモニウムを２から７５％、
Ｅ）１つまたは複数のレオロジー添加剤を０．１から４％、
Ｆ）除草剤、殺虫剤、殺菌剤、薬害軽減剤または生長調節剤などの、Ａ）以外の１つまた
は複数の農芸化学的な活性物質（成分Ｆ）を０から２０％、
Ｇ）消泡剤、蒸発抑制剤、香料、着色剤、不凍剤および保存剤からなる群からの製剤助剤
（成分Ｇ）を０から５％
含む、請求項１に記載の分散液。
【請求項３】
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　Ａ）テンボトリオンを２から１５％、
Ｂ）１つまたは複数の植物油もしくは鉱油を１０から８０％、
Ｃ）１つまたは複数の界面活性物質を５から３０％、
Ｄ）リン酸二水素アンモニウムを４から４５％、
Ｅ）１つまたは複数のレオロジー添加剤を０．１から４％、
Ｆ）除草剤、殺虫剤、殺菌剤、薬害軽減剤または生長調節剤などの、Ａ）以外の１つまた
は複数の農芸化学的な活性物質を１から１０％、
Ｇ）消泡剤、蒸発抑制剤、香料、着色剤、不凍剤および保存剤からなる群からの製剤助剤
を０から５％
含む、請求項１または２に記載の分散液。
【請求項４】
　さらなる農芸化学的な活性物質としてイソキサジフェン－エチルを含む、請求項１から
３のいずれか一項に記載の分散液。
【請求項５】
　除草性組成物の調製のための、請求項１から４のいずれか一項に記載の分散液の使用。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の分散液を希釈して得られる、液体除草性組成物
。
【請求項７】
　望ましくない植生を制御するための、請求項１から４のいずれか一項に記載の分散液ま
たは請求項６に記載の除草性組成物の使用。
【請求項８】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の分散液または請求項６に記載の除草性組成物の
有効量が、植物、植物の部位、種子または植物が生長する区域に施用される、望ましくな
い植生を制御する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植物保護製剤の分野に関する。特に、本発明は、ヒドロキシフェニルピルビ
ン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）阻害剤として知られている除草活性物質を含む分散液
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　除草活性物質は、慣例的にこれらの純粋な形態では利用されていない。施用の分野、施
用のタイプ、ならびに物理的、化学的および生物学的なパラメーターに依存して、活性物
質は、慣習的な補助剤および添加剤との混合物のような活性物質製剤として用いられてい
る。活性スペクトルを拡大するためおよび／または作物の植物を保護するためのさらなる
活性物質（例えば、薬害軽減剤、解毒剤）との組合せも、また知られている。
【０００３】
　一般に、除草活性物質の製剤は、高い化学的および物理的安定性、良好な施用特性、な
らびに使いやすさおよび高い選択性と相まった広範な生物活性を有していなければならな
い。
【０００４】
　ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ阻害剤は、除草剤として知られている
。これらの中で、ベンゾビシクロン、イソキサフルトール、メソトリオン、ピラスルホト
ール、ピラゾリネート、スルコトリオン、テフリルトリオン、テンボトリオンおよびトプ
ラメゾンは、市販されている。懸濁製剤または水分散性粒剤は、これらの活性物質の製剤
としてすでに知られており、例えば、「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」、
第１３版（２００３年）、Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　
Ｃｏｕｎｃｉｌを参照されたい。ＥＰ１　３９２　１１７Ｂ１は、特定の肥料と組み合わ
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せた種々のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ阻害剤の製剤を開示している
。ＷＯ２００８／１３５８５４－Ａ２は、２－ベンゾイル－１，３－シクロヘキサンジオ
ンの水、油分散液を開示している。
【０００５】
　目的とする用途により、ユーザーは、取り扱いが簡単で保存に安定した製剤を求めてい
る。しかし、従来の技術から知られている製剤は、これらの目的に常に当てはまるわけで
はない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】欧州特許第１３９２１１７号明細書
【特許文献２】国際公開第２００８／１３５８５４号
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」、第１３版（２００３
年）、Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、上記で言及した不利益のない、ＨＰＰＤ阻害剤系からの活性物質のた
めの製剤を提供することであった。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本目的は、ＨＰＰＤ阻害剤のほかに、また、植物油と鉱油の群からの油、界面活性物質
、レオロジー添加剤および特定のアンモニウム塩も含む分散液によって達成される。
【００１０】
　したがって、本発明は、
Ａ）ＨＰＰＤ阻害剤の群から１つまたは複数の除草活性物質（成分Ａ）、
Ｂ）１つまたは複数の植物油または鉱油（成分Ｂ）、
Ｃ）１つまたは複数の界面活性物質（成分Ｃ）、
Ｄ）シュウ酸二アンモニウム、リン酸水素二アンモニウムおよびリン酸二水素アンモニウ
ムからなる群から選択される塩（成分Ｄ）、ならびに
Ｅ）１つまたは複数のレオロジー添加剤（成分Ｅ）
を含む分散液に関する。
【００１１】
　成分Ａ）からＥ）のほかに、本発明による分散液は、例えば、
Ｆ）除草剤、殺虫剤、殺菌剤、薬害軽減剤または生長調節剤などの、１つまたは複数のＡ
）以外の農芸化学的な活性物質および
Ｇ）消泡剤、蒸発抑制剤、香料、着色剤、不凍剤または保存剤などの製剤助剤
である、さらなる成分Ｆ）およびＧ）をまた含んでもよい。
【００１２】
　固体成分、すなわち成分Ａ）、Ｄ）、Ｅ）およびＦ）は、通常、油に分散した形態にあ
るので、本発明による分散液は、通例、油分散液（ＯＤ）として知られているものとして
存在する。
【００１３】
　本発明による分散液は、卓越した保存安定性および卓越した除草活性を示す。卓越した
保存安定性は、固体成分の沈降傾向がごく僅かしかないこと、ならびに活性物質Ａ）およ
びＦ）が、長期保存においてさえ、非常に僅かな程度しか分解しないことで明示される。
【００１４】
　通常、本発明による分散液は、
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Ａ）ＨＰＰＤ阻害剤の群から１つまたは複数の除草活性物質を１から２５％、
Ｂ）１つまたは複数の植物油または鉱油を１０から９０％、
Ｃ）１つまたは複数の界面活性物質を０．５から４０％、
Ｄ）シュウ酸二アンモニウム、リン酸水素二アンモニウムまたはリン酸二水素アンモニウ
ムを２から７５％、
Ｅ）１つまたは複数のレオロジー添加剤を０．１から４％、
Ｆ）除草剤、殺虫剤、殺菌剤、薬害軽減剤または生長調節剤などの、Ａ）以外の１つまた
は複数の農芸化学的な活性物質を０から２０％、
Ｇ）消泡剤、蒸発抑制剤、香料、着色剤、不凍剤および保存剤からなる群から製剤助剤を
０から５％
含む。
【００１５】
　好ましくは、本発明による分散液は、
Ａ）ＨＰＰＤ阻害剤の群かの１つまたは複数の除草活性物質を２から１５％、
Ｂ）１つまたは複数の植物油または鉱油を１０から８０％、
Ｃ）１つまたは複数の界面活性物質を０．５から３０％、
Ｄ）シュウ酸二アンモニウム、リン酸水素二アンモニウムまたはリン酸二水素アンモニウ
ムを４から４５％、
Ｅ）１つまたは複数のレオロジー添加剤を０．１から４％、
Ｆ）除草剤、殺虫剤、殺菌剤、薬害軽減剤または生長調節剤などの、Ａ）以外の１つまた
は複数の農芸化学的な活性物質を１から１０％、
Ｇ）消泡剤、蒸発抑制剤、香料、着色剤、不凍剤または保存剤からなる群から製剤助剤を
０から５％
含む。
【００１６】
　全ての割合は、重量パーセントである。
【００１７】
　ＨＰＰＤ阻害剤の群からの好ましい除草活性物質は、ベンゾビシクロン、イソキサフル
トール、メソトリオン、ピラスルホトール、ピラゾリネート、スルコトリオン、テフリル
トリオン、テンボトリオン、トプラメゾンおよび３－（｛２－［（２－メトキシエトキシ
）メチル］－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル｝カルボニル）ビシクロ［
３．２．１］オクタン－２，４－ジオンである。
【００１８】
　上記に言及した活性物質は、例えば、「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」
第１４版、Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ２００６
年およびウェブサイト「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉ
ｃｉｄｅｓ／」から当業者に知られている。
【００１９】
　ＨＰＰＤ阻害剤のいくつかは酸性プロトンを有し、これは塩基で除去され得る。このよ
うにして得られるＨＰＰＤ阻害剤の塩は、また、本発明による分散液中の成分Ａ）として
適切でもある。適切な塩基の例は、アンモニア、亜鉛、ナトリウム、カリウム、カルシウ
ム、マグネシウムなどのアルカリ金属およびアルカリ土類金属の水酸化物、炭酸塩、炭酸
水素塩、ならびに式ＮＲ１Ｒ２Ｒ３の有機塩基である（式中Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、各
ケースにおいて、（Ｃ１－Ｃ６）のアルキル、（Ｃ２－Ｃ６）のアルケニルまたは（Ｃ２

－Ｃ６）のアルキニルであり、Ｒ２およびＲ３はさらに水素とすることもできる。カリウ
ム、ナトリウムおよびアンモニウム塩が好ましい。
【００２０】
　Ｂ）群の最適な油は、植物油または鉱油である。本発明の目的では、用語、植物油は、
大豆油、菜種油、コーンオイル、ヒマワリ油、綿実油、亜麻仁油、ココナッツオイル、ヤ
シ油、サフラワー油またはヒマシ油などの油生産型植物種由来の油（特に菜種油）および
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これらのエステル交換生成物（例えば、菜種油のメチルエステルなどのアルキルエステル
）である。
【００２１】
　植物油は、好ましくは、Ｃ１０－Ｃ２２の脂肪酸、好ましくはＣ１２－Ｃ２０の脂肪酸
のエステルである。Ｃ１０－Ｃ２２の脂肪酸エステルは、例えば、Ｃ１０－Ｃ２２の不飽
和または飽和脂肪酸のエステルであり、特に炭素原子が偶数個であるもの、例えば、エル
カ酸、ラウリン酸、パルミチン酸のエステル、特にステアリン酸、オレイン酸、リノール
酸またはリノレン酸などのＣ１８の脂肪酸のエステルである。
【００２２】
　Ｃ１０－Ｃ２２の脂肪酸エステルの例は、グリセロールまたはグリコールを、例えば油
生産型植物種由来の油中に存在するＣ１０－Ｃ２２の脂肪酸と反応させることにより得ら
れ、または例えば、上記に言及したグリセロールもしくはグリコールとＣ１０－Ｃ２２の
脂肪酸のエステルを、Ｃ１－Ｃ２０のアルコール（例えば、メタノール、エタノール、プ
ロパノールまたはブタノール）を用いたエステル交換により得ることができる、Ｃ１－Ｃ

２０アルキル－Ｃ１０－Ｃ２２脂肪酸エステルである。エステル交換は、例えば、Ｒｏｍ
ｐｐ　Ｃｈｅｍｉｅ　Ｌｅｘｉｋｏｎ、第９版、第２巻、１３４３頁、Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖ
ｅｒｌａｇ　Ｓｔｕｔｔｇａｒｔに記載されている既知の方法によって行うことができる
。
【００２３】
　Ｃ１－Ｃ２０アルキル－Ｃ１０－Ｃ２２脂肪酸エステルとして好ましいものは、メチル
エステル、エチルエステル、プロピルエステル、ブチルエステル、２－エチルヘキシルエ
ステルおよびドデシルエステルである。グリセロールとＣ１０－Ｃ２２脂肪酸のエステル
およびグリコールとＣ１０－Ｃ２２脂肪酸のエステルの好ましいものは、Ｃ１０－Ｃ２２

の脂肪酸、特に炭素原子が偶数個であるもの、例えば、エルカ酸、ラウリン酸、パルミチ
ン酸、特にステアリン酸、オレイン酸、リノール酸またはリノレン酸などのＣ１８の脂肪
酸の、単一のまたは混合されたグリコールエステルおよびグリセロースエステルである。
【００２４】
　本発明による分散液中で、植物油は、例えば、商業的に入手可能な油を含有する製剤補
助剤、特にＨａｓｔｅｎ（登録商標）（Ｖｉｃｔｏｒｉａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙ、オーストラリア（以下Ｈａｓｔｅｎと称する）、主成分：菜種油エチルエステ
ル）、Ａｃｔｉｒｏｂ（登録商標）Ｂ（Ｎｏｖａｎｃｅ、フランス（以下Ａｃｔｉｒｏｂ
Ｂと称する）、主成分：菜種油メチルエステル）、Ｒａｋｏ－Ｂｉｎｏｌ（登録商標）（
ＢａｙｅｒＡＧ、ドイツ（以下Ｒａｋｏ－Ｂｉｎｏｌと称する）、主成分：菜種油）、Ｒ
ｅｎｏｌ（登録商標）（Ｓｔｅｆｅｓ、ドイツ（以下Ｒｅｎｏｌと称する）、植物油の構
成成分：菜種油メチルエステル）またはＳｔｅｆｅｓ　Ｍｅｒｏ（登録商標）（Ｓｔｅｆ
ｅｓ、ドイツ（以下Ｍｅｒｏと称する）、主な構成成分：菜種油メチルエステル）などの
菜種油をベースとする製剤補助剤の形態で存在できる。
【００２５】
　鉱油の例は、トルエン、キシレンおよびナフタレン誘導体などの脂肪族炭化水素または
芳香族炭化水素、特に、１－メチルナフタレン、２－メチルナフタレン、例えば、Ｓｏｌ
ｖｅｓｓｏ（登録商標）１００（ｂ．ｐ．１６２－１７７℃）、Ｓｏｌｖｅｓｓｏ（登録
商標）１５０（ｂ．ｐ．１８７－２０７℃）およびＳｏｌｖｅｓｓｏ（登録商標）２００
（ｂ．ｐ．２１９－２８２℃）のシリーズがあるＳｏｌｖｅｓｓｏ（登録商標）シリーズ
（ＥＳＳＯ）などのＣ６－Ｃ１６の芳香族の混合物、ならびにＳｈｅｌｌｓｏｌ（登録商
標）シリーズの製品のタイプＴおよびＫまたはＢＰ－ｎパラフィンなどの直鎖または環状
であり得る（Ｃ６－Ｃ２０）脂肪族化合物を含む炭化水素の混合物である。
【００２６】
　適切な界面活性物質Ｃ）は、例えば、非芳香族化合物をベースにした界面活性剤、例え
ば、ヘテロ環、オレフィン、脂肪族または脂環式化合物をベースにした界面活性剤、例え
ば、１つまたは複数のアルキル基で置換され、その後、誘導体化（例えばアルコキシル化
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、硫酸化、スルホン化、リン酸化）された、界面活性のピリジン、ピリミジン、トリアジ
ン、ピロール、ピロリジン、フラン、チオフェン、ベンゾオキサゾール、ベンゾチアゾー
ルおよびトリアゾール化合物および／または１つまたは複数のアルキル基で置換され、そ
の後、誘導体化（例えばアルコキシル化、硫酸化、スルホン化、リン酸化）された、例え
ばベンゼンまたはフェノールの芳香族化合物をベースにした界面活性剤である。一般に、
界面活性物質Ｃ）は油相中で可溶であり、（散布用混合物を得るために）水で希釈する際
に、その中に溶解している活性物質と一緒になって後者を乳化するのに最適である。本発
明による分散液は、例えば、非芳香族もしくは芳香族界面活性剤または非芳香族および芳
香族界面活性剤の混合物を含み得る。
【００２７】
　界面活性物質Ｃ）の例は、以下に列記され、ＥＯはエチレンオキシド単位、ＰＯはプロ
ピレンオキシド単位、ＢＯはブチレンオキシド単位を表す：
　Ｃ１）Ｃ１０－Ｃ２４のアルコールであり、これは、例えば任意の順序で、１－６０の
アルキレンオキシド単位、好ましくは、１－６０のＥＯおよび／または１－３０のＰＯお
よび／または１－１５のＢＯでアルコキシル化することができる。これらの化合物の末端
の水酸基は、１－２４の炭素原子を有するアルキル、シクロアルキルまたはアシル基で封
鎖してもよい。このような化合物の例は、Ｃｌａｒｉａｎｔの製品Ｇｅｎａｐｏｌ（登録
商標）Ｃ、Ｌ、Ｏ、Ｔ、ＵＤ、ＵＤＤ、Ｘ、ＢＡＳＦの製品Ｐｌｕｒａｆａｃ（登録商標
）およびＬｕｔｅｎｓｏｌ（登録商標）Ａ、ＡＴ、ＯＮ、ＴＯ、Ｃｏｎｄｅａの製品Ｍａ
ｒｌｉｐａｌ（登録商標）２４およびＯ１３、Ｈｅｎｋｅｌの製品Ｄｅｈｙｐｏｎ（登録
商標）、ＥｔｈｙｌａｎＣＤ１２０などのＡｋｚｏ－Ｎｏｂｅｌｓｕｃｈの製品Ｅｔｈｙ
ｌａｎ（登録商標）である。
【００２８】
　Ｃ２）製品Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）ＬＲＯ、製品Ｓａｎｄｏｐａｎ（登録商標）、
Ｃｌａｒｉａｎｔの製品、Ｈｏｓｔａｐｈａｔ／Ｈｏｒｄａｐｈｏｓ（登録商標）などの
、Ｃ１）の中で記載した製品の、エーテルカルボキシレート、エーテルスルホネート、エ
ーテルサルフェートおよびエーテルホスフェートの形態のアニオン誘導体、ならびにこれ
らの（例えば、アルカリ金属およびアルカリ土類金属の）無機塩および（例えば、アミン
またはアルカノールアミンベースの）有機塩。例えば、ＢＡＳＦの製品Ｐｌｕｒｏｎｉｃ
（登録商標）およびＵｎｉｑｕｅｍａの製品Ｓｙｎｐｅｒｏｎｉｃ（登録商標）などの、
ブロックコポリマーのような、分子量が４００から１０８のＥＯ、ＰＯおよび／またはＢ
Ｏ単位からなるコポリマー。ＵｎｉｑｕｅｍａのＡｔｌｏｘ（登録商標）５０００または
ＣｌａｒｉａｎｔのＨｏｅ（登録商標）Ｓ３５１０などの、Ｃ１－Ｃ９のアルコールのア
ルキレンオキシドの付加物。
【００２９】
　Ｃ３）Ｃｏｎｄｅａの製品、Ｓｅｒｄｏｘ（登録商標）ＮＯＧなどの脂肪酸およびトリ
グリセリドのアルコキシル化物または大豆油、菜種油、コーンオイル、ヒマワリ油、綿実
油、亜麻仁油、ココナッツオイル、ヤシ油、サフラワー油、クルミ油、ピーナッツ油、オ
リーブ油もしくはヒマシ油などのアルコキシル化植物油、特に菜種油のアルコキシル化植
物油（用語「植物油」はこれらのエステル交換生成物、例としては、菜種油のメチルエス
テルまたはエチルエステルなどのアルキルエステルもまた意味するものと理解されたく、
例えばＣｌａｒｉａｎｔの製品、Ｅｍｕｌｓｏｇｅｎ（登録商標）、脂肪族、環状脂肪族
、ならびにオレフィンカルボン酸およびポリカルボン酸の塩、およびＨｅｎｋｅｌから入
手可能なα－スルホ脂肪酸エステルである。）。
【００３０】
　Ｃ４）Ｈｅｎｋｅｌの製品Ｃｏｍｐｅｒｌａｎ（登録商標）またはＲｈｏｄｉａの製品
Ａｍａｍ（登録商標）などの、脂肪酸アミドのアルコキシル化物。Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃ
ｔｓの製品Ｓｕｒｆｙｎｏｌ（登録商標）などの、アルキンジオールのアルキレンオキシ
ド付加物。Ｃｌａｒｉａｎｔのアミノおよびアミド糖、Ｃｌａｒｉａｎｔのグリシトール
、Ｈｅｎｋｅｌの製品ＡＰＧ（登録商標）の形態のアルキルポリグリコシドなどの糖誘導
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体、またはＵｎｉｑｕｅｍａの製品Ｓｐａｎ（登録商標）もしくはＴｗｅｅｎ（登録商標
）の形態にあるソルビタンエステルまたはＷａｃｋｅｒのシクロデキストリンエステルも
しくはエーテルなどの糖誘導体。
【００３１】
　Ｃ５）Ｃｌａｒｉａｎｔの製品Ｔｙｌｏｓｅ（登録商標）、Ｋｅｌｃｏの製品Ｍａｎｕ
ｔｅｘ（登録商標）およびＣｅｓａｌｐｉｎａのグアー誘導体などの、界面活性のセルロ
ースおよびアルギンの誘導体ならびにペクチンおよびグアーの誘導体。Ｃｌａｒｉａｎｔ
の製品Ｐｏｌｙｇｌｙｋｏｌ（登録商標）などの、ポリオールベースのアルキレンオキシ
ド付加物。Ｃｌａｒｉａｎｔの界面活性のポリグリセリドおよびこれらの誘導体。
【００３２】
　Ｃ６）ＣｌａｒｉａｎｔのＮｅｔｚｅｒＩＳ（登録商標）、Ｈｏｅ（登録商標）Ｓ１７
２８、Ｈｏｓｔａｐｕｒ（登録商標）ＯＳ、Ｈｏｓｔａｐｕｒ（登録商標）ＳＡＳなどの
、アルカンスルホン酸塩、パラフィンスルホン酸塩およびオレフィンスルホン酸塩。
【００３３】
　Ｃ７）例えば、Ｃｌａｒｉａｎｔの製品Ｇｅｎａｍｉｎ（登録商標）Ｃ、Ｌ、Ｏ、Ｔな
どの、脂肪族アミン、炭素原子が８から２２個（Ｃ８－Ｃ２２）の第４級アンモニウム化
合物からのアルキレンオキシド付加物。
【００３４】
　Ｃ８）Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔの製品Ｔｅｇｏｔａｉｎ（登録商標）、Ｃｌａｒｉａｎ
ｔの製品Ｈｏｓｔａｐｏｎ（登録商標）ＴおよびＡｒｋｏｐｏｎ（登録商標）Ｔの形態に
ある、タウリド、ベタインおよびスルホベタインなどの界面活性の双性イオン性化合物。
【００３５】
　Ｃ９）Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔの製品Ｔｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）およびＷａｃｋｅ
ｒの製品ＳＥ（登録商標）、さらにＲｈｏｄｉａ（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ、Ｒｅｌｉａ
ｎｃｅ、ＧＥ、Ｂａｙｅｒ）の製品Ｂｅｖａｌｏｉｄ（登録商標）、Ｒｈｏｄｏｒｓｉｌ
（登録商標）およびＳｉｌｃｏｌａｐｓｅ（登録商標）などの、シリコーンまたはシラン
ベースの界面活性化合物。
【００３６】
　Ｃ１０）Ｃｌａｒｉａｎｔの製品Ｆｌｕｏｗｅｔ（登録商標）、Ｂａｙｅｒの製品Ｂａ
ｙｏｗｅｔ（登録商標）、ＤｕＰｏｎｔの製品Ｚｏｎｙｌ（登録商標）などの、過フッ化
または多フッ化界面活性化合物、ならびにダイキンおよび旭硝子のこのタイプの製品。
【００３７】
　Ｃ１１）例えば、Ｂａｙｅｒの界面活性スルホンアミド。
【００３８】
　Ｃ１２）ＢＡＳＦの製品Ｓｏｋａｌａｎ（登録商標）などの、界面活性のポリアクリレ
ートおよびポリメタクリレート誘導体。
【００３９】
　Ｃ１３）修飾ゼラチンまたはＢａｙｅｒの誘導体化ポリアスパラギン酸などの、界面活
性ポリアミドおよびこれらの誘導体。
【００４０】
　Ｃ１４）ＢＡＳＦの製品Ｌｕｖｉｓｋｏｌ（登録商標）およびＩＳＰの製品Ａｇｒｉｍ
ｅｒ（登録商標）などの、修飾ポリビニルピロリドンまたはＣｌａｒｉａｎｔの製品Ｍｏ
ｗｉｌｉｔｈ（登録商標）などの、誘導体化ポリビニルアセテートまたはＢＡＳＦの製品
Ｌｕｔｏｎａｌ（登録商標）、Ｗａｃｋｅｒの製品Ｖｉｎｎａｐａｓ（登録商標）および
Ｐｉｏｌｏｆｏｒｍ（登録商標）などの、ポリビニルブチレートまたはＣｌａｒｉａｎｔ
の製品Ｍｏｗｉｏｌ（登録商標）などの、修飾ポリビニルアルコールのような界面活性ポ
リビニル化合物。
【００４１】
　Ｃ１５）無水マレイン酸および／または無水マレイン酸の反応生成物をベースにした界
面活性ポリマー、さらにＩＳＰの製品Ａｇｒｉｍｅｒ（登録商標）ＶＥＭＡなどの、無水
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マレイン酸および／または無水マレイン酸の反応生成物を含むコポリマー。
【００４２】
　Ｃ１６）Ｃｌａｒｉａｎｔの製品Ｈｏｅｃｈｓｔ（登録商標）ワックスまたはＬｉｃｏ
ｗｅｔ（登録商標）などの、モンタンワックス、ポリエチレンワックスおよびポリプロピ
レンワックスの界面活性誘導体。
【００４３】
　Ｃ１７）ＣｌａｒｉａｎｔのＦｌｕｏｗｅｔ（登録商標）ＰＬなどの、界面活性のホス
ホン酸塩およびホスフィン酸塩。
【００４４】
　Ｃ１８）例えば、ＣｌａｒｉａｎｔのＥｍｕｌｓｏｇｅｎ（登録商標）１５５７などの
、多フッ化または過フッ化界面活性剤。
【００４５】
　Ｃ１９）アルコキシル化され得るフェノール、例えば、（ポリ）アルキレンオキシ部分
に１から５０個のアルキレンオキシ単位を有し、アルキレン部分が好ましくは１から４個
の炭素原子を毎回呈示し、好ましくは、３から１０モルのアルキレンオキシドと反応した
フェノールである、例えば、フェニル（Ｃ１－Ｃ４）アルキルエーテルまたは（ポリ）ア
ルコキシル化フェノール［＝フェノール（ポリ）アルキレングリコールエーテル］、例え
ば、アルキル基当たり１から１２個の炭素原子を有し、ポリアルキレンオキシ部分に１か
ら１５０個のアルキレンオキシ単位を有し、好ましくは１から５０モルのエチレンオキシ
ドと反応したトリ（ｎ－ブチル）フェノールまたはトリイソブチルフェノールである、（
ポリ）アルキルフェノールまたは（ポリ）アルキルフェノールアルコキシレート［＝ポリ
アルキルフェノール（ポリ）アルキレングリコールエーテル］、例えば、ポリアルキレン
オキシ部分に１から１５０個のアルキレンオキシ単位を有するトリスチリルフェノールポ
リアルキレングリコールエーテル、好ましくは１から５０モルのエチレンオキシドと反応
したトリスチリルフェノールである、ポリアリールフェノールまたはポリアリールフェノ
ールアルコキシレート［＝ポリアリールフェノール（ポリ）アルキレングリコールエーテ
ル］。
【００４６】
　Ｃ２０）Ｃ１９）の中に記載した分子の硫酸またはリン酸との形式上の反応生成物およ
び適切な塩基で中和させたこれらの塩、例えば、トリエトキシ化フェノールの酸性リン酸
エステル、９モルのエチレンオキシドと反応したノニルフェノールの酸性リン酸エステル
およびトリエタノールアミンで中和した２０モルのエチレンと１モルのトリスチリルフェ
ノールの反応生成物のリン酸エステル。
【００４７】
　Ｃ２１）アルキルまたはアリールベンゼンスルホネートなどのベンゼンスルホネート、
例えば、アルキル基当たり１から１２個の炭素原子を有するまたはポリアリール基中に最
大３個のスチレン単位を有し、好ましくは、（直鎖）ドデシルベンゼンスルホン酸および
例えばドデシルベンゼンスルホン酸のカルシウム塩またはイソプロピルアンモニウム塩な
どのこれらの油溶性の塩である、例えば、酸性（ポリ）アルキルおよび（ポリ）アリール
ベンゼンスルホネートならびにこれらを適切な塩基で中和したもの。
【００４８】
　アルキレンオキシ単位には、エチレンオキシ、プロピレンオキシおよびブチレンオキシ
単位が好ましく、特にエチレンオキシ単位が好ましい。
【００４９】
　非芳香族ベースの界面活性剤の群からの界面活性物質の例は、上記に言及したＣ１）か
らＣ１８）群の界面活性剤であり、好ましくはＣ１）、Ｃ２）、Ｃ６）およびＣ７）群の
界面活性剤である。芳香族ベースの界面活性剤の群からの界面活性物質の例は、上記に言
及したＣ１９）からＣ２１）群の界面活性剤であり、好ましくは、例えば、製品Ａｇｒｉ
ｓｏｌ（登録商標）（Ａｋｃｒｏｓ）の形態で市販されている、４から１０モルのエチレ
ンオキシドと反応したフェノール、例えば、製品Ｓａｐｏｇｅｎａｔ（登録商標）Ｔ（Ｃ
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ｌａｒｉａｎｔ）の形態で市販されている、４から５０モルのエチレンオキシドと反応し
たトリイソブチルフェノール、例えば、製品Ａｒｋｏｐａｌ（登録商標）（Ｃｌａｒｉａ
ｎｔ）の形態で市販されている、４から５０モルのエチレンオキシドと反応したノニルフ
ェノール、例えば、Ｓｏｐｒｏｐｈｏｒ（登録商標）ＦＬ、Ｓｏｐｒｏｐｈｏｒ（登録商
標）３Ｄ３３、Ｓｏｐｒｏｐｈｏｒ（登録商標）ＢＳＵ、Ｓｏｐｒｏｐｈｏｒ（登録商標
）４Ｄ－３８４、Ｓｏｐｒｏｐｈｏｒ（登録商標）ＣＹ／８（Ｒｈｏｄｉａ）などのＳｏ
ｐｒｏｐｈｏｒ（登録商標）シリーズの、４から１５０モルのエチレンオキシドと反応し
たトリスチリルフェノールおよび例えば、製品Ｍａｒｌｏｎ（登録商標）（Ｈｕｌｓ）の
形態で市販されている、酸性（直鎖）ドデシルベンゼンスルホネートである。
【００５０】
　好ましい界面活性物質Ｃ）は、例としては、アルコキシル化Ｃ１０－Ｃ２４アルコール
（Ｃ１）および硫酸塩、スルホン酸塩およびリン酸塩などのこれらのアニオン誘導体（Ｃ
２）、アルコキシル化植物油（Ｃ３）、アルコキシル化フェノール（Ｃ１９）およびこれ
らの硫酸またはリン酸との反応生成物（Ｃ２０）、ならびにアルキルベンゼンスルホネー
ト（Ｃ２１）である。
【００５１】
　リン酸二水素アンモニウムを成分Ｄ）として採用することが好ましい。
【００５２】
　分散成分Ａ）、Ｄ）および適切な場合成分Ｆ）の沈降挙動を制御するために、分散液は
、増粘剤としてもまた知られているレオロジー添加剤を成分Ｅ）として含む。この文脈で
適切な添加剤は、合成または天然鉱物製品でありおよび／または特に非水性製剤に適切な
これらの有機レオロジー添加剤である。
【００５３】
　鉱物のレオロジー添加剤の種類からの適切な物質は、例えば、（登録商標）Ｓｉｐｅｒ
ｎａｔ、（登録商標）Ｗｅｓｓａｌｏｎタイプの純シリカまたはＤｅｇｕｓｓａの（登録
商標）Ａｅｒｏｓｉｌなどの界面処理済みのケイ酸塩または例えば、アタパルジャイト（
Ｅｎｇｅｌｈａｒｄの（登録商標）Ａｔｔａｇｅｌ４０、Ａｔｔａｇｅｌ５０）などのケ
イ酸アルミニウムマグネシウムの混合酸化物またはベントナイトもしくはヘクトナイトな
どの層状ケイ酸マグネシウムの混合酸化物である。特に適切な物質の例は、（登録商標）
ＡｅｒｏｓｉｌＲ２０２である。
【００５４】
　製剤のレオロジー特性に影響するなおも適切な有機添加剤は、（登録商標）Ｔｈｉｘａ
ＳＲ、（登録商標）ＭｉｘａｔｒｏｌＳＲ１００または（登録商標）ＭｉｘａｔｒｏｌＴ
ＳＲなどの特定のポリアミドの群からの増粘剤および／またはチキソトロープ剤および（
登録商標）Ｔｈｉｘａｔｒｏｌ２８９などのポリエステルであり、全ては、Ｒｈｅｏｘの
製品である。これらもまたＲｈｅｏｘの、（登録商標）ＴｈｉｘｉｃｉａＥ、（登録商標
）ＴｈｉｘａｉｎＲ、（登録商標）ＴｈｉｘａｔｒｏｌＳＴまたは（登録商標）Ｔｈｉｘ
ａｔｒｏｌＧＳＴなどのヒマシ油をベースにした製品は、ＨＰＰＤ阻害剤の沈降を防ぐた
めに特に有効であることが判明した。
【００５５】
　成分Ａ）以外の場合によって存在し得る、本発明の分散液に適切な農芸化学的な活性物
質Ｆ）は、特に以下に言及した既知の除草剤であり、これらは、例えばＷｅｅｄ　Ｒｅｓ
ｅａｒｃｈ２６、４４１－４４５頁（１９８６年）または「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ
　Ｍａｎｕａｌ」、第１４版、Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏ
ｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ、２００６年およびその中に引用されている文献に、例えば、混合製
剤の中でまたはタンクミックス共製剤として記載されている。化合物は、国際標準化機構
（ＩＳＯ）に則ってこれらの「慣用名」でまたはこれらの化学名でのいずれかで言及され
、適切な場合、慣例的なコード番号と一緒になって呼ばれ、酸、塩、エステル、ならびに
立体異性体および光学異性体のような異性体などの使用型式の全てを常に含む：アセトク
ロル；アシフルオルフェン；アクロニフェン；ＡＫＨ７０８８、すなわち［［［１－［５
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－［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－２－ニトロフェニル］－２
－メトキシエチリデン］アミノ］オキシ］酢酸およびこのメチルエステル；アラクロール
；アロキシジム；アメトリン；アミトロール；ＡＭＳ、すなわちスルファミン酸アンモニ
ウム；アニロホス；アスラム；アトラジン；アザフェニジン（ａｚａｆｅｎｉｄｉｎｅ）
（ＤＰＸ－Ｒ６４４７）、アジプロトリン；バルバン；ＢＡＳ５１６Ｈ、すなわち５－フ
ルオロ－２－フェニル－４Ｈ－３，１－ベンゾキサジン－４－オン；ベナゾリン；ベンフ
ルラリン；ベンフレセート；ベンスリド；ベンタゾン；ベンゾフルオル；ベンゾイルプロ
ップ－エチル；ベンズチアズロン；ビアラフォス；ビフェノックス；ビスピリバック－ナ
トリウム（ＫＩＨ－２０２３）、ブロマシル；ブロモブチド；ブロモフェノキシム；ブロ
モキシニル、特にオクタン酸ブロモキシニルおよびヘプタン酸ブロモキシニル；ブタクロ
ール；ブタミホス；ブテナクロール；ブチダゾール；ブトラリン；ブトロキシジム（ＩＣ
Ｉ－０５００）、酪酸エステル；カフェンストロール（ＣＨ－９００）；カルベタミド；
カフェントラゾン；ＣＤＡＡ、すなわち２－クロロ－Ｎ，Ｎ－ジ－２－プロペニルアセト
アミド；ＣＤＥＣ、すなわち２－クロロアリルジエチルジチオカルバメート；クロメトキ
シフェン；クロランベン；クロランスラム－メチル（ＸＤＥ－５６５）、クロラジホップ
－ブチル、クロルブロムロン；クロルブファム；クロルフェナック；クロルフルレノール
－メチル；クロリダゾン；クロルニトロフェン；クロロトルロン；クロロクスロン；クロ
ルプロファム；クロルタール－ジメチル；クロルチアミド；シニドン－エチル、シンメチ
リン；クレトジム；クロジナホップおよびこのエステル誘導体（例えば、クロジナホップ
－プロパルギル）；クロマゾン；クロメプロップ；クロプロキシジム；クロピラリド；ク
ミルロン（ＪＣ９４０）；シアナジン；シクロエート；シクロキシジム；シクルロン；シ
ハロホップおよびこのエステル誘導体（例えば、ブチルエステル、ＤＥＨ－１１２）；シ
ペルコート；シプラジン；シプラゾール；２，４－Ｄ；２，４－ＤＢ；ダラポン；デスメ
ディファム；デスメトリン；ジアレート；ジカンバ；ジクロベニル；ジクロルプロップ；
ジクロホップおよびジクロホップ－メチルなどのこのエステル；ジクロスラム（ＸＤＥ－
５６４）、ジエタチル；ジフェノクスロン；ジフェンゾコート；ジフルフェニカン；ジフ
ルフェンゾピル－ナトリウム（ＳＡＮ－８３５Ｈ）、ジメフロン；ジメタクロル；ジメタ
メトリン；ジメテナミド（ＳＡＮ－５８２Ｈ）；ジミダゾン、メチル５－（４，６－ジメ
チルピリミジン－２－イル－カルバモイルスルファモイル）－１－（２－ピリジル）－ピ
ラゾール－４－カルボキシレート（ＮＣ－３３０）；トリアジフラム（ＩＤＨ－１１０５
）、シノスルホン（ｃｉｎｏｓｕｌｆｏｎ）；ジメチピン、ジニトラミン；ジノセブ；ジ
ノテルブ；ジフェナミド；ジプロペトリン；ジクワット；ジチオピル；ジウロン；ＤＮＯ
Ｃ；エグリナジン－エチル；ＥＬ１７７、すなわち５－シアノ－１－（１，１－ジメチル
エチル）－Ｎ－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；エンドタール；インダ
ノファン（ＭＫ－２４３）、ＥＰＴＣ；エスプロカルブ；エタルフルラリン；エチジムロ
ン；エチオジン；エトフメセート；Ｆ５２３１、すなわちＮ－［２－クロロ－４－フルオ
ロ－５－［４－（３－フルオロプロピル）－４，５－ジヒドロ－５－オキソ－１Ｈ－テト
ラゾール－１－イル］フェニル］エタンスルホンアミド；エトキシフェンおよびこのエス
テル（例えばエチルエステル、ＨＮ－２５２）；エトゼンザニド（ＨＷ５２）；３－（４
－エトキシ－６－エチル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－１－（２，３－ジヒド
ロ－１，１－ジオキソ－２－メチルベンゾ［ｂ］チオフェン－７－スルホニル）尿素（Ｅ
Ｐ－Ａ　０７９　６８３）；３－（４－エチル－６－メトキシ－１，３，５－トリアジン
－２－イル）－１－（２，３－ジヒドロ－１，１－ジオキソ－２－メチルベンゾ［ｂ］－
チオフェン－７－スルホニル）尿素（ＥＰ－Ａ　０７９　６８３）；フェノプロップ；ク
ロマゾン、フェノキサプロップおよびフェノキサプロップ－Ｐならびにこれらのエステル
、例えばフェノキサプロップ－Ｐ－エチルおよびフェノキサプロップ－エチル；ブトロキ
シジムフェヌロン（ｂｕｔｒｏｘｙｄｉｍｆｅｎｕｒｏｎ）；フランプロップ－メチル；
フルフェナセット（ＢＡＹ－ＦＯＥ－５０４３）、フルアジホップおよびフルアジホップ
－Ｐならびにこれらのエステル、例えばフルアジホップ－ブチルおよびフルアジホップ－
Ｐ－ブチル、フロラスラム（ＤＥ－５７０）；フルクロラリン；フルメツラム；フルオメ
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ツロン；フルミクロラックおよびこのエステル（例えばフェニルエステル、Ｓ－２３０３
１）；フルミオキサジン（Ｓ－４８２）；フルミプロピン；フルポキサム（ＫＮＷ－７３
９）；フルオロジフェン；フルオログリコフェン－エチル；フルプロパシル（ＵＢＩＣ－
４２４３）；フルリドン；フルロクロリドン；フルロキシピル；フルルタモン；フルチア
セット－メチル（ＫＩＨ－９２０１）、ホメサフェン；ホサミン；フリロキシフェン；グ
ルホシネート；グリホサート；ハロサフェン；ハロスルフロンおよびこのエステル（例え
ばメチルエステル、ＮＣ－３１９）；ハロキシホップおよびこのエステル；ハロキシホッ
プ－Ｐ（＝Ｒ－ハロキシホップ）およびこのエステル；ヘキサジノン；イマザメタベンズ
－メチル；イマザモックス（ＡＣ－２９９２６３）、イマザピル；イマザキンおよびアン
モニウム塩などのこの塩；イマザピック；イマゼタピル；イマゾスルフロン；アイオキシ
ニル；イソカルバミド；イソプロパリン；イソプロツロン；イソウロン；イソキサベン；
イソキサピリホップ；カルブチレート；ラクトフェン；レナシル；リニュロン；ＭＣＰＡ
；ＭＣＰＢ；メコプロップ；メフェナセット；メフルイジド；メタミトロン；メタザクロ
ール；メタベンズチアズロン；メタム；メタゾール；メトキシフェノン；メチルダイムロ
ン；メトベンズロン、メソスルフロン－メチル、メソスルフロン－メチル（ＷＯ９５／１
０５０７）；メトブロムロン；メトラクロール；Ｓ－メトラクロール、メトスラム（ＸＲ
Ｄ５１１）；メトキスロン；メトリブジン；マレイン酸ヒドラジド；モリナート；モナラ
イド；硫酸二水素モノカルバミド；モノリニュロン；モニュロン；ＭＴ１２８、すなわち
６－クロロ－Ｎ－（３－クロロ－２－プロペニル）－５－メチル－Ｎ－フェニル－３－ピ
リダジンアミン；ＭＴ５９５０、すなわちＮ－［３－クロロ－４－（１－メチルエチル）
－フェニル］－２－メチルペンタンアミド；フォラムスルフロン（ＷＯ９５／０１３４４
）；ナプロアニリド；ナプロパミド；ナプタラム；ＮＣ３１０、すなわち４－（２，４－
ジクロロベンゾイル）－１－メチル－５－ベンジルオキシピラゾール；ネブロン；ニピラ
クロフェン；ニトラリン；ニトロフェン；ニトロフルオルフェン；ノルフルラゾン；オル
ベンカルブ；オリザリン；オキサジアルギル（ＲＰ－０２０６３０）；オキサジアゾン；
オキサジクロメホン（ＭＹ－１００）、オキシフルオルフェン；パラコート；ペブレート
；ペンディメタリン；ペントキサゾン（ＫＰＰ－３１４）、ペルフルイドン；フェニソフ
ァム；フェンメディファム；ピクロラム；ピノキサデン；ピペロホス；ピリブチカルブ；
ピリフェノップ－ブチル；プレチラクロール；プロシアジン；プロジアミン；プロフルラ
リン；プログリナジン－エチル；プロメトン；プロメトリン；プロパクロール；プロパニ
ル；プロパキザホップおよびこのエステル；プロパジン；プロファム；プロピソクロール
；プロピザミド；プロスルファリン；プロスルホカルブ；プリナクロール；ピラフルフェ
ン－エチル（ＥＴ－７５１）、クロリダゾン；ピラゾキシフェン；ピリベンゾキシム、ピ
リデート；ピリミノバック－メチル（ＫＩＨ－６１２７）、ピリチオバック（ＫＩＨ－２
０３１）；ピロキソホップおよびこのエステル（例えばプロパルギルエステル）；キンク
ロラック；キンメラック；キザロホップ、キザロホップおよびキザロホップ－Ｐならびに
これらのエステル誘導体、例えばキザロホップ－エチル；キザロホップ－Ｐ－テフリルお
よびキザロホップ－Ｐ－エチル；Ｓ２７５、すなわち２－［４－クロロ－２－フルオロ－
５－（２－プロピニルオキシ）フェニル］－４，５，６，７－テトラヒドロ－２Ｈ－イン
ダゾール；セクブメトン；セトキシジム；シデュロン；シマジン；シメトリン；ＳＮ１０
６２７９、すなわち２－［［７－［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ
］－２－ナフタレニル］オキシ］プロパン酸およびこのメチルエステル；フラザスルフロ
ン（ＦＭＣ－９７２８５、Ｆ－６２８５）；スルファズロン；グリホサート－トリメシウ
ム（ＩＣＩ－Ａ０２２４）；ＴＣＡ；テブタム（ＧＣＰ－５５４４）；テブチウロン；テ
プラロキシジム（ＢＡＳ－６２０Ｈ）、ターバシル；テルブカルブ；テルブクロル；テル
ブメトン；テルブチラジン；テルブトリン；ＴＦＨ４５０、すなわちＮ，Ｎ－ジエチル－
３－［（２－エチル－６－メチルフェニル）スルホニル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾ
ール－１－カルボキサミド；テニルクロール（ＮＳＫ－８５０）；チアザフルロン；チア
ゾピル（Ｍｏｎ－１３２００）；チエンカルバゾン－メチル；チジアジミン（ＳＮ－１２
４０８５）；チオベンカルブ；チオカルバジル；トラルコキシジム；トリアレート；トリ
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アゾフェナミド；トリクロピル；トリジファン；トリエタジン；トリフルラリン；トリメ
ツロン；バーナレート；ＷＬ１１０５４７、すなわち５－フェノキシ－１－［３－（トリ
フルオロメチル）フェニル］－１Ｈ－テトラゾール；ＵＢＨ－５０９；Ｄ－４８９；ＬＳ
８２－５５６；ＫＰＰ－３００；ＫＰＰ－４２１、ＭＴ－１４６、ＮＣ－３２４；ブテナ
クロール（ＫＨ－２１８）；ＤＰＸ－Ｎ８１８９；ハロキシホップ－エトチル（ＤＯＷＣ
Ｏ－５３５）；ＤＫ－８９１０；フルミオキサジン（Ｖ－５３４８２）；ＰＰ－６００；
ＭＢＨ－００１、アミカルバゾン、アミノピラリド、ベフルブタミド、ベンゾビシクロン
、ベンゾフェナップ、ベンズフェンジゾン、ブタフェナシル、クロルフェンプロップ、ク
ロプロップ、ダイムロン、ジクロルプロップ－Ｐ、ジメピペレート（ｄｉｍｅｐｉｐｅａ
ｔｅ）、ジメテナミド－Ｐ、フェントラザミド、フランプロップ－Ｍ、フルアゾレート、
インダノファン、イソキサクロルトール、ＭＣＰＡ－チオエチル、メコプロップ－Ｐ、メ
ソトリオン、メタミホップ、ペノキススラム、ペトキサミド、ピコリナフェン、プロフル
アゾール、プロホキシジム、ピラクロニル、ピラゾリネート、ピリダフォル、ピリフタリ
ドならびにチジアズロン。以下のものが好ましい：アトラジン、ブロモキシニル、フォラ
ムスルフロン、メトラクロール、Ｓ－メトラクロールおよびテルブチラジン。ブロモキシ
ニルは、各ケースで、このカリウム塩、ヘプタン酸またはオクタン酸の形態で使用され得
る。
【００５６】
　本発明による分散液に適切で、場合によって存在する成分Ａ）以外のさらなる農芸化学
的な活性物質Ｆ）は、特に以下に言及される薬害軽減剤であり、これらは、例えばＷｅｅ
ｄ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ２６、４４１－４４５頁（１９８６年）または「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔ
ｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」、第１４版、Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔ
ｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ、２００６年およびその中に引用されている文献に、例え
ば、混合製剤の中でまたはタンクミックス共製剤として記載されている：メフェンピル－
ジエチル、イソキサジフェン－エチル、クロキントセット－メキシル、シプロスルファミ
ド、フェンクロラゾル－エチル、ジクロルミド、ベノキサコール。イソキサジフェン－エ
チルが好ましい。
【００５７】
　以下は、通常に使用される補助剤および添加剤Ｇ）として、本発明による分散液中にさ
らに加えて存在してもよい：例えば、湿潤剤、ドリフト防止剤、固着剤、浸透剤、保存剤
、不凍剤、酸化防止剤、充填剤、担体、着色剤、香料、消泡剤、蒸発抑制剤、ｐＨ調整剤
、粘度調整剤および安定性、特に加水分解に対する安定性に好ましい効果がある薬剤。こ
れらは、原理的に知られており、例えば、定番のＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ「Ｄｅｔｅｒ
ｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　Ａｎｎｕａｌ」、ＭＣ　Ｐｕｂｌ．Ｃｏ
ｒｐ．、Ｒｉｄｇｅｗｏｏｄ　Ｎ．Ｊ．；Ｓｉｓｌｅｙ　ａｎｄ　Ｗｏｏｄ、「Ｅｎｃｙ
ｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｅ　ａｃｔｉｖｅ　Ａｇｅｎｔｓ」、Ｃｈｅｍ．
Ｐｕｂｌ．Ｃｏ．Ｉｎｃ．、Ｎ．Ｙ．１９６４年；Ｓｃｈｏｎｆｅｌｄｔ、「Ｇｒｅｎｚ
ｆｌａｃｈｅｎａｋｔｉｖｅ　Ａｔｈｙｌｅｎｏｘｉｄａｄｄｕｋｔｅ」［Ｓｕｒｆａｃ
ｅ－ａｃｔｉｖｅ　ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ　ａｄｄｕｃｔｓ］、Ｗｉｓｓ．Ｖｅ
ｒｌａｇｓｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ　１９７６年；Ｗｉｎｎａｃ
ｋｅｒ－Ｋｕｃｈｌｅｒ、「Ｃｈｅｍｉｓｃｈｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅ」［Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ］、第７巻、Ｃ．Ｈａｕｓｅｒ－Ｖｅｒｌａｇ、Ｍｕｎ
ｉｃｈ、第４版、１９８６年の中に記載されている。
【００５８】
　適切な不凍剤は、エチレングリコールおよびプロピレングリコールなどの、尿素、ジオ
ールおよびポリオールの群からの不凍剤である。適切な消泡剤は、シリコーンベースのも
のである。適切な構造形成剤（ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ－ｉｍｐａｒｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）
は、キサンタンの群からのものである。適切な保存剤、着色剤および香料は、当業者に既
知である。
【００５９】
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　本発明による分散液は、例えば、撹拌機、振盪機、粉砕機または（静的）ミキサーの補
助で様々な成分を混合することによる、すでに知られている従来通りのプロセスで調製す
ることができる。通常、固体成分は、微細に粉砕された形状で使用される。
【００６０】
　本発明による分散液は、顕著に改善した施用特性（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｂｅｈａ
ｖｉｏｒ）を示し、篩の残留物の際立った減少または篩もしくはノズルの目詰まりの際立
った減少として現れる。本発明による分散液のヘクタール当たりの施用量は、一般に０．
５と５リットルの間、好ましくは１．０と４．０リットルの間で変動する。
【００６１】
　本発明による分散液は、例えば懸濁液、乳濁液またはサスポエマルションを得るために
、例えば水を用いて、使用のため従来通りの様式で希釈されてもよい。得られた噴霧混合
物に、施用に従来使用されているさらなる農芸化学的な活性物質（例えば、適切な製剤の
形態にある、タンクミックス共製剤）および／または補助剤および添加剤、例えば、植物
油もしくは流動パラフィン油などの自己乳化する油および／またはさらなる肥料を加える
ことは有益であり得る。したがって、本発明は、またこの様式で調製される除草性組成物
にも関する。
【００６２】
　通常、本発明による分散液の水分量に対する比は、１：５００から１：５０である。１
ヘクタール当たりの噴霧混合物は、通常、水の５０から５００リットル、好ましくは７５
から３５０リットルである。いくつかのケースでは、濃度は、また本明細書に詳述した限
度に達しないまたはこれを超えてもよい。分散液は、また、空中散布にも適切である。こ
の目的を達成するために、本発明による分散液は、不希釈形態または水もしくは有機溶媒
で希釈された形態のいずれかで施用される。この文脈では、追加の液体担体の体積は、通
例、１ヘクタール当たり０．５から５０リットルまで変動する。したがって、本発明は、
また、本発明による分散液をベースにしたそのような除草性組成物にも関する。
【００６３】
　本発明による分散液または除草性組成物は、経済的に重要な広範囲の単子葉類および双
子葉類の有害な植物に対する卓越した除草活性を有している。この活性は、また、根茎、
根株または他の多年生器官（ｐｅｒｅｎｎｉａｌ　ｏｒｇａｎｓ）から発芽し制御するこ
とが困難な多年生雑草までも及ぶ。この文脈では、組成物は、例えば播種の前、出芽前ま
たは出芽後に施用され得る。具体的には、本発明による除草性組成物によって制御できる
、単子葉類および双子葉類の雑草群落（ｗｅｅｄ　ｆｌｏｒａ）のいくつかの代表は、こ
の言及が特定の種に対する制限として意図されることなく、例示により名前を挙げること
ができる：十分な活性が引き起こされる単子葉類の雑草種の中には、例えば、アペラ・ス
ピカベンティ（Ａｐｅｒａ　ｓｐｉｃａ　ｖｅｎｔｉ）、アウェナ属種（Ａｖｅｎａ　ｓ
ｐｐ．）、アロペクルス属種（Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ブラキアリア属種（
Ｂｒａｃｈｉａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ディギタリア属種（Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｓｐｐ．
）、ロリウム属種（Ｌｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エキノクロア属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌ
ｏａ　ｓｐｐ．）、パニクム属種（Ｐａｎｉｃｕｍ　ｓｐｐ．）、パラリス属種（Ｐｈａ
ｌａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ポア属種（Ｐｏａ　ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉ
ａ　ｓｐｐ．）、ブロムス・カタルティカス（Ｂｒｏｍｕｓ　ｃａｔｈａｒｔｉｃｕｓ）
、ブロムス・セカリナス（Ｂｒｏｍｕｓ　ｓｅｃａｒｉｎｕｓ）、ブロムス・エレクタス
（Ｂｒｏｍｕｓ　ｅｒｅｃｔｕｓ）、ブロムス・テクトラム（Ｂｒｏｍｕｓ　ｔｅｃｔｏ
ｒｕｍ）およびブロムス・ジャポニカス（Ｂｒｏｍｕｓ　ｊａｐｏｎｉｃｕｓ）などのブ
ロムス属種（Ｂｒｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）および一年生植物の中からキュペルス（Ｃｙｐｅ
ｒｕｓ）種、多年生植物種の中からアグロピュロン（Ａｇｒｏｐｙｒｏｎ）、キュノドン
（Ｃｙｎｏｄｏｎ）、イムペラタ（ＩｍｐｅｒａｔＡ）およびソルグフム（Ｓｏｒｇｈｕ
ｍ）、さらに多年生のキュペルス（Ｃｙｐｅｒｕｓ）種がある。双子葉類の雑草種の中で
、活性スペクトルの範囲が及ぶのは、例えば一年生雑草では、アブティロン属種（Ａｂｕ
ｔｉｌｏｎ　ｓｐｐ．）、アマラントゥス属種（Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ケ
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ノポディウム属種（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、クリサンセマス属種（Ｃｈｒ
ｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ　ｓｐｐ．）、ガリウム・アパリン（Ｇａｌｉｕｍ　ａｐａｒｉｎ
ｅ）などのガリウム属種（Ｇａｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、イポモエア属種（ＩｐｏｍｏｅＡ
　ｓｐｐ．）、コキア属種（Ｋｏｃｈｉａ　ｓｐｐ．）、ラミウム属種（Ｌａｍｉｕｍ　
ｓｐｐ．）、マトリカリア属種（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パルビティス属種
（Ｐｈａｒｂｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ポリュゴヌム属種（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｓｐｐ．
）、シダ属種（ＳｉｄＡ　ｓｐｐ．）、シナピス属種（Ｓｉｎａｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ソ
ラヌム属種（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｓｐｐ．）、ステッラリア属種（Ｓｔｅｌｌａｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）、ウェロニカ属種（Ｖｅｒｏｎｉｃａ　ｓｐｐ．）、ウィオラ属種（Ｖｉｏｌａ
　ｓｐｐ．）、クサンティウム属種（Ｘａｎｔｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）、および多年生雑草
では、コンウォルウルス（Ｃｏｎｖｏｌｖｕｌｕｓ）、キルシウム（Ｃｉｒｓｉｕｍ）、
ルメクス（Ｒｕｍｅｘ）およびアルテミシア（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ）などの種である。
【００６４】
　本発明による組成物は、イネにおける特定の栽培条件の下で見出される、例えば、エキ
ノクロア（Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ）、サギッタリア（Ｓａｇｉｔｔａｒｉａ）、アリス
マ（Ａｌｉｓｍａ）、エレオカリス（Ｅｌｅｏｃｈａｒｉｓ）、スキルプス（Ｓｃｉｒｐ
ｕｓ）およびキュペルス（Ｃｙｐｅｒｕｓ）などの有害な植物の卓越した制御もまた達成
する。
【００６５】
　本発明による除草性組成物が発芽の前に土壌表層に施用される場合、雑草の芽生えの発
生が完全に防止されるまたは雑草が子葉段階に達するまで生長するが次にこの生長が止ま
り、最終的には３から４週間が経過した後で完全に死滅するかのどちらかである。
【００６６】
　本発明による除草性組成物が、出芽後、植物の葉の部分に施用される場合、処置の直後
、この生長もまた激烈に止まり、雑草植物は施用時点に存在した生長段階に留まるまたは
特定の時間が経過した後にすっかり死滅し、その結果、作物の植物に有害な雑草による競
争関係が、この様式で非常に初期の時点で持続して除去される。
【００６７】
　本発明による除草性組成物は、急速な発現および長期の持続性を有する除草活性によっ
て区別される。本発明による組合せにおける活性物質の耐雨性（ｒａｉｎｆａｓｔｎｅｓ
ｓ）は、通例、有益である。特定の利点は、有効であり除草性組成物に使用される除草性
組成物の薬量を、この土壌作用が可能な限り低くなるほどの低レベルに調整できることで
ある。このことにより、感受性作物（ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　ｃｒｏｐ）におけるこの使用
が初回に可能となるだけでなく、地下水の汚染もまた実質的に防止される。活性物質の本
発明による組合せにより、活性物質に求められる施用量を著しく減少させることが可能に
なる。
【００６８】
　上記に言及した特性および利点は、農作物を望ましくない競争植物の無い状態にしてお
くために実用的な雑草制御において有用であり、これにより収穫物を、品質および量の点
で保護するおよび／または増大させる。これらの新規の組成物は、上記の特性に関する技
術規格より際立って優れている。
【００６９】
　除草性組成物は、単子葉類および双子葉類の雑草に対して際立った除草活性があるが、
経済的に重要な作物の植物、例えば、大豆、綿、アブラナ、サトウダイコンなどの双子葉
類の作物または小麦、大麦、ライ麦、オート麦、ソルガム／アワ、コメもしくはトウモロ
コシなどのイネ科の作物は、無視し得る程度しか損傷されないまたは全く損傷を受けない
。このことが、農業的に有用な植物に関するまたは観葉植物に関する見解において、本発
明による除草性組成物が望ましくない植生の選択的な制御に極めて適切である理由である
。
【００７０】



(15) JP 5955562 B2 2016.7.20

10

20

30

40

50

　その上、本発明による除草性組成物は、作物の植物における卓越した生長調節特性を有
している。これらの組成物は、調節する方法で植物の物質代謝に関与し、そのため、植物
成分に的を絞った制御のために、ならびに例えば、乾燥および生長不全を誘発することに
よるなどの収穫促進のために採用することができる。その上、これらの組成物は、その過
程で植物を死滅させることなく、望ましくない栄養生長を全体として制御し阻害するため
にもまた適切である。栄養生長を阻害することは、これにより倒伏を減少できるまたは完
全に防げるので、多くの単子葉類および双子葉類の作物において重要な役割を果たす。
【００７１】
　これらの除草特性および生長調節特性により、本発明による除草性組成物は、既知のま
たはまだ開発されていない遺伝子組換え植物の作物における有害な植物の管理にも、また
使用することができる。通例、遺伝子組換え植物は、特別の有益な特性、例えば特定の殺
有害生物剤（主に特定の除草剤）に対する耐性により区別され、植物病害に対する耐性、
または特定の昆虫もしくは（真菌、細菌またはウイルスなどの）微生物などの植物病害の
病原体に対する耐性により区別される。他の特別な特性は、例えば、量、品質、保存性、
組成および具体的な構成成分を考慮した収穫原料に関係している。このように、遺伝子組
換え植物は、増加したデンプン含量もしくは改良したデンプン品質を有することまたは収
穫原料の脂肪酸組成が異なることが知られている。
【００７２】
　本発明による除草性組成物を、例えば、小麦、大麦、ライ麦、オート麦、ソルガム／ア
ワ、コメおよびトウモロコシなどのイネ科の作物またはその他の作物のサトウダイコン、
綿、大豆、アブラナ、ジャガイモ、トマト、エンドウ豆および他の野菜の、有用な植物の
経済的に重要な遺伝子組換え作物および観葉植物において使用することが好ましい。好ま
しくは、除草剤の植物毒性作用に耐性のあるまたは遺伝子工学を用いてこれに耐性となっ
た有用な植物の作物において、本発明による組成物を除草剤として採用できる。
【００７３】
　遺伝子組換え作物において本発明による除草性組成物を使用する場合、それぞれの遺伝
子組換え作物における施用に特異的な活性、例えば、改良された雑草スペクトル（ｗｅｅ
ｄ　ｓｐｅｃｔｒｕｍ）または特異的に拡大され制御できる雑草スペクトル、施用に採用
され得る改良された施用量、好ましくは、遺伝子組換え作物が耐性である除草剤との良好
な結合能力および遺伝子組換え作物の植物の生長ならびに収穫高に対する影響が、他の作
物で観察できる活性に加えてしばしば観察できる。
【００７４】
　本発明は、さらにまた、好ましくは穀類（例えば、小麦、大麦、ライ麦、オート麦、コ
メ、トウモロコシ、ソルガム／アワ）、サトウダイコン、サトウキビ、アブラナ、綿およ
び大豆などの植物の作物において、特に好ましくは、穀類などの単子葉類の作物、例えば
、小麦、大麦、ライ麦、オート麦、ライコムギなどのこれらの交雑種、コメ、トウモロコ
シおよびソルガム／アワにおいて、本発明による１つまたは複数の除草性組成物が、有害
な植物、植物部位、植物の種または植物が生長する区域、例えば栽培下の区域に施用され
る、望ましくない植生を制御する方法にも関する。
【００７５】
　植物の作物は、また遺伝子が改変されていてもよくまたは変異種の選択により得られて
もよく、好ましくはアセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）阻害剤に耐性がある。
【発明を実施するための形態】
【００７６】
使用例
　以下の例で使用した用語は、次を意味する。
Ｓｏｌｖｅｓｓｏ　２００ＮＤ＝芳香族化合物の混合物（ｂ．ｐ．２１９－２８２℃）
Ｗｉｔｃｏｎａｔｅ　Ｐ－１８６０＝スルホン酸カルシウム
Ｅｍｕｌｓｏｇｅｎ　ＥＬ４００＝４０個のエチレンオキシド単位を有するエトキシ化ヒ
マシ油
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Ｇｅｎａｐｏｌ　Ｘ－０６０＝エトキシ化イソトリデカノール－ポリグリコールエーテル
をベースにした非イオン界面活性剤
Ａｅｒｏｓｉｌ　Ｒ２０２＝疎水性シリカ
【００７７】
使用例：本発明による分散液の調製
【００７８】
【表１】

【００７９】
　成分Ｃ）は、始めに溶解形態で成分Ｂ）に添加する。次に、微細に粉砕した成分Ａ）、
Ｅ）、Ｄ）およびＦ）を撹拌しながら少しずつ加え、均一な分散が形成されるまで撹拌を
続ける。
【００８０】
　結果として得られた本発明による分散液は、長期間にわたり保存に安定している。長期
間の保存でさえ、固体の構成成分では、沈降物を形成する傾向が非常に低いことを示すの
みである。長期間の保存でさえ、活性物質Ａ）およびＧ）では、分解はごく低い程度のみ
であることがわかる。本発明による分散液を水で希釈して、均一なサスポエマルションを
得ることができる。この分散液は、有用な植物の作物において、同時に非常によく許容さ
れながら、有害な植物に対して卓越した活性がある。
【００８１】
　本発明による製剤の、硫酸水素アンモニウムを含む従来技術の製剤と比較して増加して
いる保存安定性は、例えば、様々な温度における保存で、Ａ）群の活性物質の分解程度が
より少ない状態において明示される。そのため、第１の試験には、本発明による上記に言
及した製剤を調製すること、および比較のためにリン酸二水素アンモニウムの代わりに硫
酸水素アンモニウムを含む同様な製剤を調製することを含め、各ケースにおいて上記の方
法に従い調製し、生成物を４０℃で８週間保存する。第２の試験では、Ａ）群の活性物質
の分解程度を、４０℃の温度で８週間保存した後に決定した。表３の結果では、本発明に
よる製剤は、Ａ）群の活性物質の分解が、同じ成分で硫酸水素アンモニウムを含む製剤よ
りも低いことを示すことが分かる。
【００８２】
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【表２】

【００８３】
【表３】



(18) JP 5955562 B2 2016.7.20

10

20

30

40

フロントページの続き

(74)代理人  100129713
            弁理士　重森　一輝
(74)代理人  100137213
            弁理士　安藤　健司
(74)代理人  100143823
            弁理士　市川　英彦
(74)代理人  100151448
            弁理士　青木　孝博
(74)代理人  100183519
            弁理士　櫻田　芳恵
(74)代理人  100196483
            弁理士　川嵜　洋祐
(74)代理人  100185959
            弁理士　今藤　敏和
(74)代理人  100146318
            弁理士　岩瀬　吉和
(74)代理人  100127812
            弁理士　城山　康文
(72)発明者  ペーテル，スミタ
            ドイツ国、６５８１７・ブレムタール－エツプシユタイン、マズレンベーク・１・アー
(72)発明者  マルテイン，ロミー
            ドイツ国、６０４８８・フランクフルト、アウグステンブルクシユトラーセ・２０
(72)発明者  バウアー，ペーター
            ドイツ国、８６９３８・シヨーンドルフ、シユールシユトラーセ・５
(72)発明者  ズーエスマン，レイナー
            ドイツ国、６５５４９・リムブルク、ヨハン－ボツペ・シユトラーセ・１７

    合議体
    審判長  中田　とし子
    審判官  佐藤　健史
    審判官  木村　敏康

(56)参考文献  国際公開第２００８／１４２３９１（ＷＯ，Ａ１）
              特表２００８－５２８５１３（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第２００７／０６８４２７（ＷＯ，Ａ２）
              Ｒａｌｐｈ　Ｃ．　Ｋｉｒｋｗｏｏｄ著、Ｕｓｅ　ａｎｄ　Ｍｏｄｅ　ｏｆ　Ａｃｔｉｏｎ　ｏ
              ｆ　Ａｄｊｕｖａｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅｓ：Ａ　Ｒｅｖｉｅｗ　ｏｆ　ｓｏｍｅ
              　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｗｏｒｋ、Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅ、Ｖｏｌ．３８、英国、１
              ９９３年、第９３～１０２頁　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A01N25/04


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

